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営業外収益及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

平成 21 年 12 月期におきまして、下記のとおり営業外収益及び特別損失を計上しましたのでお知らせいた

します。なお、本件は、本日発表の決算短信に織り込み済みであります。 

 

記 

 

１． 営業外収益の計上及びその内容 

平成21年 12月期末の持分法による投資利益の総額 81百万円 

平成 22 年 2 月 8 日に「子会社の特別利益の計上に関するお知らせ」として開示いたしました、当社

子会社である株式会社ジー・モードが特別利益 85 百万円を計上する件につきまして、当初は当社の平

成22年 12月期（平成22年 1月 1日～平成22年 12月 31日）の連結業績に計上を予定しておりました

が、本件は修正後発事象に該当することから、適正な会計処理に基き、持分法による投資利益として17

百万円を当第４四半期に計上いたしました。この結果、平成21年 12月期末の持分法による投資利益の

総額は81百万円となりました。 

 

 

２． 特別損失の計上及びその内容 

平成21年 12月期末の固定資産除却損の総額  80百万円 

当社では、ソフトウェア製品の開発を継続的に行なっており、その開発費に関してソフトウェア資産

及びソフトウェア仮勘定に計上してまいりましたが、今後使用する見込みのないソフトウェア等の固定

資産の除却をおこない、固定資産除却損として特別損失に約80百万円を計上いたしました。 
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